
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
過
大
投
資
等
に
よ
り
過
剰
債
務

を
抱
え
一
時
的
に
経
営
が
悪
化
し

て
い
て
も
、
主
力
事
業
で
は
黒
字

が
見
込
ま
れ
財
務
や
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
よ
っ
て
再
生
可
能
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
中
小
企
業
に
対

し
て
、
協
議
会
は
窓
口
相
談
、
再

生
計
画
策
定
支
援
、
金
融
調
整
等

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

来
訪
経
路
の
割
合
は

７
割
が
金
融
機
関

　
中
小
企
業
庁
金
融
課
の
「
中
小

企
業
活
性
化
協
議
会
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
〜
２
０
２
４
年
度
活
動

状
況
分
析
〜
」
に
よ
る
と
、
２
０

２
４
年
度
に
再
生
支
援
を
完
了
し

た
企
業
を
業
種
別
に
み
る
と
、
製

造
業
お
よ
び
卸
売
・
小
売
業
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
年

度
に
比
べ
て
飲
食
業
・
宿
泊
業
、

卸
売
・
小
売
業
の
割
合
が
低
下
し

た
一
方
、 

運
輸
業
、
建
設
業
の
割

合
が
上
昇
し
て
い
た
。

　
協
議
会
で
は
、
収
益
性
は
あ
る

も
の
の
財
務
上
の
問
題
が
あ
る
中

小
企
業
を
対
象
に
、
事
業
面
・
財

務
面
で
の
改
善
を
図
る
再
生
支
援

（
再
生
計
画
策
定
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
協
議
会
が
負
担
）
を
実

施
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
協
議
会
が
債
務
者
と

金
融
機
関
等
の
債
権
者
の
間
に
立

っ
て
、
再
生
計
画
案
の
合
意
形
成

に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す

る
。
再
生
計
画
成
立
後
は
、
定
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
継
続
的
に

行
わ
れ
る
。

　
協
議
会
に
よ
る
再
生
計
画
の
作

成
に
お
い
て
は
図
表
の
基
準
を
満

た
し
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
抜

本
的
な
経
営
改
善
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
抜
本
的
な
経
営
改
善
を
行
う
た

め
の
私
的
整
理
に
お
い
て
は
、
金

融
機
関
等
の
債
権
者
以
外
に
企
業

の
窮
状
を
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、

風
評
に
よ
る
信
用
低
下
な
ど
を
回

避
し
な
が
ら
経
営
再
建
を
進
め
る

本
的
な
経
営
改
善
を
し
た

い
取
引
先
に
は
、
中
小
企

業
活
性
化
協
議
会
を
活
用
し
た

い
。
な
ぜ
な
ら
、
抜
本
的
な
経
営

改
善
に
は
金
融
支
援
が
必
要
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。

　
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
（
以

下
、
協
議
会
）
は
２
０
２
２
年
４

月
１
日
、
中
小
企
業
再
生
支
援
協

議
会
の
支
援
業
務
部
門
と
経
営
改

善
支
援
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
、
新

た
な
支
援
業
務
を
担
う
組
織
と
し

て
発
足
し
た
。
収
益
力
改
善
、
事

業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
ま
で
幅

広
い
経
営
課
題
に
対
応
で
き
る
、

国
が
設
置
し
た
公
正
中
立
な
機
関

で
あ
る
。

　
協
議
会
の
抜
本
的
な
経
営
改
善

に
は
、
将
来
の
本
格
的
な
再
生
計

画
策
定
を
前
提
と
し
た
経
営
改
善

を
支
援
す
る
「
プ
レ
再
生
支
援
」

と
、
外
部
の
専
門
家
と
と
も
に
リ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
、
債
権

放
棄
な
ど
の
金
融
支
援
を
含
む
再

生
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
「
再

生
支
援
」
が
あ
る
。

抜
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企
業
規
模
別
に
み
る
と
、
売
上

高
５
億
円
以
下
の
企
業
の
割
合
が

過
半
数
を
占
め
て
い
る
ほ
か
、
従

業
員
数
が
１
０
０
名
以
下
の
企
業

が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
協
議
会

へ
の
来
訪
経
路
を
み
る
と
、
２
０

２
４
年
度
は
金
融
機
関
の
割
合
が

７
割
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
前
年

度
と
比
べ
て
都
市
銀
行
の
割
合
が

上
昇
し
て
い
た
。

　
支
援
が
完
了
し
た
企
業
の
雇
用

面
に
つ
い
て
み
る
と
、
８
割
弱
の

企
業
に
お
い
て
す
べ
て
の
雇
用
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。
金
融
支
援
の

手
法
は
「
金
融
機
関
に
よ
る
条
件

変
更
」
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

が
、
２
０
２
４
年
度
は
「
債
務
免

除
の
実
施
」
の
割
合
が
上
昇
し
て

い
た
。

外
部
の
専
門
家
を

チ
ー
ム
に
加
え
る
場
合
も

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
金
融
機

関
が
取
引
先
と
一
緒
に
協
議
会
を

訪
問
す
る
こ
と
が
、
抜
本
的
な
経

営
改
善
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
と
い

え
る
。

　
筆
者
が
所
属
し
て
い
る
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
に
も
抜
本
的
な
経
営
改

善
が
必
要
な
相
談
者
が
訪
れ
る
こ

と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
は
メ
イ
ン

め
、
窓
口
相
談
に
際
し
て
は
融
資

に
用
い
る
各
種
書
類
等
を
持
参
し

た
い
。

　
課
題
解
決
に
当
た
っ
て
他
の
関

係
支
援
機
関
の
活
用
が
適
当
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
と
、
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
等
の
支
援
機
関
を
紹
介
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
第
二
次
段
階
で
あ
る
収
益
力
改

善
、
事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
で
は
、
経
営
環
境
の
変
化
に

伴
う
収
益
力
の
低
下
な
ど
に
対

し
、
現
状
の
課
題
・
問
題
点
、
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
分
析
し
た
う
え

で
、
収
益
力
改
善
に
向
け
た
計
画

策
定
支
援
が
行
わ
れ
る
。

バ
ン
ク
の
担
当
者
と
一
緒
に
協
議

会
に
行
っ
て
相
談
を
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。

　
協
議
会
で
は
、
統
括
責
任
者
で

あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
（
Ｐ
Ｍ
）
と
Ｐ
Ｍ
を
補
佐
す
る

複
数
の
サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
Ｓ

Ｍ
）
を
配
置
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｍ
と

Ｓ
Ｍ
に
は
地
方
銀
行
等
の
出
身
者

が
多
く
、
金
融
機
関
の
担
当
者
か

ら
す
る
と
話
が
通
じ
や
す
い
の
も

協
議
会
の
特
徴
で
あ
る
。

　
案
件
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
中
小
企

業
診
断
士
と
い
っ
た
外
部
の
専
門

家
等
を
支
援
チ
ー
ム
に
加
え
、
対

策
に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い

る
。

　
協
議
会
の
支
援
内
容
は
、
段
階

に
よ
っ
て
異
な
る
。
第
一
次
段
階

で
あ
る
窓
口
相
談
で
は
、
面
談
や

提
出
資
料
の
分
析
を
通
じ
て
経
営

上
の
問
題
点
や
具
体
的
な
課
題
を

抽
出
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
Ｐ

Ｍ
・
Ｓ
Ｍ
が
課
題
解
決
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
そ
の
た

▲

�協議会の統括責任者には地方
銀行の出身者が多く、金融機
関の目線で話しやすい

▲

�第一段階の窓口相談に際して
は、融資に用いる各種書類等
を持参する
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●中小企業活性化協議会による再生計画の基準

１ 実質的に債務超過である場合は、再生計画成立後最初に到来する事業年
度開始の日から５年以内をめどに実質的な債務超過を解消する

２ 経常利益が赤字である場合は、再生計画成立後最初に到来する事業年度
開始の日からおおむね３年以内を目処に黒字に転換する

３ 再生計画の終了年度（原則として実質的な債務超過を解消する年度）にお
ける有利子負債の対キャッシュフロー比率がおおむね10倍以下となる

（出所）筆者作成

外部支援機関・専門家との連携マニュアル
いまこそ活用！いまこそ活用！特

集
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